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＜連絡事項＞
・服薬カートのダブルチェック漏れが多いです。各勤務帯でダブルチェックを徹底してくださ
い。
・患者動静報告の感染情報に入力について、発熱者や呼吸器症状の患者様の数が日々変動していますので、深夜明けのスタッフは、最終の人数確認を行い、確実にして入力してください。

＜入室情報＞
【入院】
・葛西　とも子様～東C6

＜患者様連絡事項＞
・芦名　里奈様～頸部右側に3cm程の擦過傷、左顔面にも同様の傷があり、本人より軟膏塗布に
ついて問い合わせあり。田名部Dr.へ報告。ゲンタマイシン軟膏1本処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察指示あり。開放観察中他室侵入繰り返し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。自室内不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時は被害妄想的訴え聞かれず、易怒性もなし。不調訴えなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察指示あり。開放観察中ホールで脱衣行為見られており、介入にもやめず。早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。時折、周囲の物音に反応し、被害妄想を訴える事がある。適宜頓服薬を服用し、不穏興奮無く経過している。夜間の睡眠は良好。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和8年3月28日　15：25
　氏　　名：葛西　とも子（かさい　ともこ）様
　生年月日：昭和16年9月9日(84歳）
　病　　名：認知症
　合 併 症：左大腿骨頸部骨折　人工骨頭置換術後
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr.
　診 察 医：今川Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　室岡整形外科記念病院より紹介。
2026年2月4日に全身脱力、体動困難で八戸赤十字病院に入院。大きな異常なく2月6日に退院の
予定だったが2月6日に転倒し、左大腿骨頸部骨折、2月9日に人工骨頭置換術施行。3月3日に
リハビリのため室岡整形外科記念病院に転院した。しかし室岡整形外科記念病院入院中に「壁に男
性がいる」「副院長に殴られる、蹴られる」などの発言があり不穏興奮、夜間不眠あり対応困難な状
態があった。上記の状態でもともと当院への転院の予定が立てられていたが、その後も精神症状は
更に強くなっており、前医での対応限界である事から、当院への転院が早められ、本日当院初診と
なる。
　診察時は本人一応会話可能だが、前医では著しい幻覚妄想、不穏興奮状態が確認されており、症
状は動揺しており、本人は一貫した治療同意が保てる状態ではない事から、やむを得ず、息子の同
意を得て、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
